小学校家庭科における「災害時の食」の授業が児童と家庭に与える影響― 児童・保護者の自由記述感想の分析を中心に ― by 小林 裕子 & 永田 智子
小学校家庭科における「災害時の食」の
授業が児童と家庭に与える影響
― 児童・保護者の自由記述感想の
分析を中心に ―
Impact on the children and parents by elementary school 
home economics of learning about "food in the event of a disaster."
― An Analysis of free description thoughts of children and parents ―
小　林　裕　子・永　田　智　子
Yuko KOBAYASHI and Tomoko NAGATA
四　天　王　寺　大　学　紀　要
第 6 7 号　2019年 3 月
（抜刷）
－　 －415
四天王寺大学紀要　第 67 号（2019年 3 月）
 1 ．研究の背景と目的
　近年の災害の多発及び今後の大災害の予測により，災害への対策は喫緊の課題になってきて
いる。世界有数の災害発生国である我が国では，災害等に対する知識や対処能力を子どもの頃
から身につけておくことは必須条件であることは以前より指摘されている（中央防災会議，
2003）。現状の学校教育においての防災教育は，学習指導要領の中では，安全教育の一部とし
て位置づけられている。そのため，消防法によって実施が義務づけられている避難訓練は確実
に実施されても，それ以外の防災教育を積極的かつ継続的に実施している学校はまだ多いとは
言えない（豊沢，2010）。災害時には家庭科教育の柱ともいえる「衣食住」のすべてで様々な
問題が生じ，その対応が求められる。中でも生命や健康の維持に直結する「食」の問題は毎回
深刻であり，様々な問題が発生している。内閣府では大災害に備え，各家庭で 1週間分の食品
と飲料水を備蓄することを提言しており，その実践方法として，「ローリングストック法」を
推奨している（内閣府，2013）。「ローリングストック法」とは日常的に保存食品を食べながら，
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　本研究の目的は，小学校家庭科で「災害時の食」を扱った授業の開発，実施，評価を行い，
開発した授業は， 1）児童が「災害時の食」に主体的にかかわろうとする意欲の形成に有効で
あるか， 2）児童の「災害時の食」の学びが保護者と共有されることで，家庭での備えの改善
や保護者の意識の向上に影響を与えることができるか，を検証することである。授業の開発に
あたり，児童に災害に関する質問紙調査を実施した。その結果，児童には「災害時の食」に対
する不安はあるが，家庭での備えや「災害時の食」に関する教育は十分とは言えず，「災害時の食」
に関する教育の必要性が示唆される結果となった。次に「災害時の食」を扱った授業を開発し
実践した。授業前後の児童対象「災害時の食」に関するアンケート及び，児童・保護者の自由
記述感想を分析し，以下の2点の結果が得られた。 1）児童の半数以上は授業から 2カ月以上経
過しても，主体的に「災害時の食」にかかわろうとする意欲を維持している，2）「災害時の食」
の学習内容は，保護者と共有されることで，家庭の備えの改善や保護者の意識の向上につなが
る影響力があることが示唆された。
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消費した分を買い足すという行為を繰り返し，常に家庭に新しい保存食品を備蓄する方法であ
り，普段から食べているものが災害時の食卓に並ぶ安心感を得ることができる備蓄方法として
注目されている。一般的に乾パンやアルファ米などの非常食は，緊急時に備え使わずに取って
おく特別な食品と認識されていることが多い。そのため，いざという時に賞味期限が切れた状
態であったり，日頃食べ慣れない味や食品への適応の難しさが幼児や高齢者を中心に課題とさ
れている。室温で比較的長期間保存できる食品や飲料を日常食の延長上で「災害食」 1 ）と考え，
保存・調理する考え方が「ローリングストック法」と合わせ広がりを見せている。災害が甚大
化するほど「災害時の食」への対応は公助だけでは乗り越えることが困難な状況になりえる（山
田ら，2015）ことを考えれば、有効な方法だといえる。
　小林・永田（2016）は学校教育における防災教育の現状を調べ，比較的防災についての内容
を扱っているのは「総合的な学習の時間」であるとした。しかし，その教育内容は各学校の裁
量で定めることになっており，実施内容は自由度が高く，各校によって大きく異なることに課
題があることを指摘した。「災害時の食」の学びは，災害大国である我が国において，児童・
生徒が積極的に学ぶべき内容といえる。そのためには，学校教育の 7割を占める教科に位置づ
けた学習が有効ではないかとの仮説を立て，中学校家庭科での「災害時の食」の授業実践にお
いて検証を試み，一定の評価を得た（小林・永田，2017）。また併せて，生徒の学びを実践へ
とつなぐには「災害時の食」の学びと主体的にかかわろうとする意欲の形成が大切であること，
中学生が「災害時の食」について学び，その学習内容を家庭で共有することで，家庭の備えの
改善や保護者の意識の向上につながる効果があることも示唆されている。
　小学校での防災教育が児童に一定の効果をもたらすことは確認されている（日野ら，2014）。
また，文部科学省は「防災教育として必要な知識や能力等を児童生徒等に身に付けさせるため
には，その発達の段階に応じた系統的な指導が必要である」としている（文部科学省，2013）。
「災害時の食」の授業は，まず小学校で発達段階にあった基礎的・基本的な学習を実践し，そ
の学習内容を中学校で継続・発展させていくといった系統的な指導が必要であり，効果的であ
ると考える。
　そこで本研究の目的は，小学校家庭科で「災害時の食」を扱う授業の開発，実践，評価を行
い，開発した授業は， 1）児童が「災害時の食」に主体的にかかわろうとする意欲の形成に有
効であるか， 2）児童の「災害時の食」の学びが保護者と共有されることで，家庭での備えの
改善や保護者の意識の向上に影響を与えることができるか，の 2点を検証することとする。災
害発生後はフェイズ 0～ 3の区分に分けられ，食の対応が異なる。「災害時の食」は震災発生
直後（フェイズ 0）から72時間以内（フェイズ 1）までは，「命をつなぐ食」として避難所で
の炭水化物などの高エネルギー食品の提供が中心となる。災害発生後 4日目以降のフェイズ 2
からは，「被災生活を乗り切る食」として被災住宅等で，たんぱく質やビタミン・ミネラル不
足への対応が必要となる（国立健康・栄養研究所・日本栄養士会，2011）。本授業では，災害
の混乱からやや落ち着きを取り戻し，ライフラインが制限された中で被災生活を乗り切るため
の「食」が求められる状況に対応できる力を養うことを目指す。
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 2 ．方法
（ 1 ）災害に関する質問紙調査の実施
　2016年 5 月に兵庫県公立小学校 6学年の児童 2クラス54人を対象に，災害に関する質問紙調
査を実施し，54人の有効回答を得た（有効回答率100％）。災害時に不安なことは，「家族の安否」
が87.0％（47人）と最も多く，次いで「水や食料の確保」が75.9％（41人），「自宅の状態」が
64.8％（35人），「衣類の確保」は46.3％（25人）であった。非常用持ち出し袋を準備している
家庭は25.9％（14人）と少なく，食料を数日分備蓄している家庭は64.8％（35人）であった。
比較的多いように見えるが，さらに備蓄の内容を聞くと上位 2つはお菓子，カップラーメンと
災害時の備えというより，日常的に児童が食べるおやつや食品の「買い置き」についての回答
に近いと考えられる。「災害食」と「非常食」の違いを理解していると答えた児童は24.1％（13
人），「ローリングストック法」を知っている児童は11.1％（ 6人）という結果だった。児童に
は「災害時の食」に対する不安はあるが，家庭での備えは十分とは言えないことが分かった。
また，質問に対して「分からない」と回答する児童の割合が多く，災害に関する備えが保護者
任せになっている児童が多いことが浮き彫りとなった。「災害時の食」に関する教育が十分と
は言えず，今後の必要性が示唆される結果となった。
（ 2 ）授業の開発
　質問紙調査の結果からもわかるように今，社会の中で広がりを見せる「非常食」から「災害
食」への転換や「ローリングストック法」の考えはまだ児童には浸透していないといえる。そ
こで，「災害時の食」の問題から，その解決方法や備え方を知り，また日常食として家庭に備
蓄された食品を活用した栄養バランスの取れた献立の調理実習を実施し，体験から「災害時の
食」の学びを深める授業を開発した。
　授業名を「「災害食」を知ろう！作ろう！」とし，学習指導要領（文部科学省，2008）B日
常の食事と調理の基礎（ 3）「調理の基礎」に位置づけることとした。授業目標は「災害時の
食の課題を考え，災害食とは何かや，その利点や工夫を理解する」，「備蓄された食品を使った
災害食調理の体験を通して，栄養バランスがとれた体も心も満足できる食の備えや具体的な調
理方法を理解し，家庭の食の備えを見直す」とした。開発した授業の概要は表 1に示した。汎
用性を考え，通常の授業 2時間相当90分で行う。（第 1部「災害時の食の課題を考え，「災害食」
の考え方を理解する」，第 2部「「災害食」調理を実践し，食の備えの大切さを理解する」），家
庭学習として「学習内容を家庭で共有し，「災害時の食」の備えを見直そうとする」の構成と
した。学習内容が児童家庭で共有され，「災害時の食」の備えを見直そうとする実践につなが
ることも本授業の大きな目的である。そのため家庭学習までを扱う構成とした。
　第 1部は，まず南海トラフ地震の被害想定と日本が自然災害大国であることの確認をし，災
害は決して他人ごとでなく，自分にも起こりうることだという自覚を持たせることから始める。
次に，災害時の食生活の課題にはどんなことが考えられるかを各自で考え，意見を発表し共有
を行う。その後，被災者の「パンやおにぎりなど同じものが続き飽きる」，「冷たい食事が多く，
温かいものが食べたかった」，「食べたいものと食べられるものが違った」などの意見を紹介し，
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「災害時の食」の課題を確認する。課題解決の方法の一つとして，日常的に保存のきく食品を
備蓄しながら使い回す「災害食」と，その実践方法の「ローリングストック法」を知り，その
利点や家庭での実践方法を学習する。児童に興味・関心を持たせられるように，スライドを用
いる場面では視覚に訴える図やグラフの多用や，クイズ形式の発問を取り入れるなどの工夫を
し，学習内容を確認する。授業の最後には，次時で行う調理実習に向け，栄養学習の復習とし
て， 3つの食品グループの確認も行う。
　第 2部では災害時を想定した調理実習を行う。使う食材は保存食品のみ，本研究ではカセッ
トコンロの代わりに，ガスコンロは使用可とした。献立は耐熱性ポリ袋を用いて炊飯する「青
菜ふりかけご飯」と，ベーコンの代わりに常温保存可能な魚肉ソーセージを使用した「ジャー
マンポテト」とする。小学校の調理では「ゆでる」，「いためる」の 2つの調理方法を調理の基
礎として学習するため，この献立に決定した。また，栄養面でも 6つの基礎食品群をすべて含
むバランスの良い献立である。耐熱性ポリ袋を用いた調理は災害時にライフラインが使えない
場合でも，カセットコンロなどの非常用熱源があれば簡単かつ短時間で調理でき，鍋や食器を
汚さないことから節水にもなる方法である。静岡赤十字病院栄養課や，地方自治体が災害時に
役立つ炊飯として紹介している方法を体験する。災害時には，水は大変貴重になることから，
食器やまな板をラップで覆い，洗い物を減らす節水体験も取りいれる。
表 1　開発した授業の概要
授業名　「災害食」を知ろう！作ろう！
題　　材　　目　　標
〇　「災害時の食」の課題を考え，「災害食」とは何かや，またその利点や工夫を理解する
〇　備蓄された食品を使った災害食調理の体験を通して，栄養バランスがとれた体も心も満足できる食
の備えや具体的な調理方法を理解し，家庭の食の備えを見直す
各部の目標 主な学習内容・活動
第 1部
災害時の食の課題を考
え，　「災害食」の考え方
を理解する
・日本の自然災害リスクの高さを理解する
・南海トラフ地震の被害想定を理解する
・「災害時の食生活」の課題は何か考える
・被災者の意見から「災害時の食生活」の課題を理解する
・「非常食」と「災害食」の違いを理解する
・「ローリングストック法」について理解する
・栄養学習の復習として， 3つの食品グループの確認をする
第 2部
「災害食」調理を実践し，
食の備えの大切さを理
解する
「災害食」を調理する
献立　青菜ふりかけご飯　　ジャーマンポテト
・耐熱性ポリ袋を用いた炊飯を体験する
・保存のきく食品のみを使い，栄養バランスの取れた「災害食」
の調理の技能を身に付ける
・ラップを活用した節水の技能を身に付ける（まな板・食器）
家庭学習
学習内容を家庭で共有
し，「災害時の食」の備
えを見直そうとする
・プリント・スライドコピーを使い，家庭で学習内容を説明
し共有する
・保護者に自由記述感想を記入してもらう
・学習内容を冊子にまとめ，家庭へ配布し活用する
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（ 3 ）授業の実践
　実践は兵庫県公立小学校 6学年の児童 2クラス54人を対象に，2016年 6 月に行った。
（ 4 ）授業の評価
　開発した授業の有効性を検証するため，1）授業前後の「災害時の食」に関する知識アンケー
ト， 2）授業終了後自由記述感想（児童）， 3）授業終了後自由記述感想（保護者）， 4）授業
2カ月後アンケート（児童）， 5）授業 2か月後自由記述感想（児童）を行った。これらの資
料をもとに，開発した授業が児童の意欲の形成に有効であるか，また保護者への学習内容の共
有と影響についての評価を行った。
 1 ）災害時の食に関する知識アンケート（児童）
　児童が，研究目的のひとつである「「災害時の食」の基本的な知識習得」ができたかを評価
するために，授業の前後にアンケート調査を行った。「「災害食」と「非常食」の違いが分かり
ますか」,「「ローリングストック法」が分かりますか」という 2つの項目について，「はい」，「い
いえ」，「どちらともいえない」で尋ねた。
 2 ）授業終了直後自由記述感想（児童）
　授業終了後すぐに「授業を受けて，感じたこと，考えたことを自由に書いてください。」と
だけ指示して，授業の感想を求めた。児童の自由記述感想をカテゴリに分類した。
 3 ）授業終了後自由記述感想（保護者）
　授業終了後，児童に家庭で学習内容を保護者に伝え，共有するように促した。説明する際の
参考資料として，授業に使用したプリント（図 1）及び，授業に使用したスライドの抜粋コピー
（図 2）を持ち帰らせた。児童の説明を聞いた後，保護者に自由記述感想を記入してもらい，
回収した。保護者の自由記述感想をカテゴリに分類した。
 4 ）授業 2カ月後アンケート（児童）
　授業終了 2カ月後に，児童の「災害時の食」の授業を受けた後の意欲や行動の変容を確認す
るためにアンケートを実施した。「「災害時の食」の授業について，家庭で話しましたか」，「授
業後，家庭で「災害食」を調理しましたか」，「授業後，家庭の備蓄に変化はありましたか」，「授
業後「災害時の食」に関する意識や考えに変化はありましたか」，「それはどんな変化ですか」
を尋ねた。「それはどんな変化ですか」の質問の回答は選択肢 7項目を設け，該当するものす
べてに○をつけさせる形をとった。
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 5 ）授業 2か月後児童自由記述感想（児童）
　授業直後と全く同じ条件で，児童に「災害時の食」の授業についての自由記述感想を求めた。
分析方法は授業終了直後と同様にカテゴリに分類した。
図 1　授業に使用したプリント
図 2　授業に使用したスライドコピー（抜粋）
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 3 ．結果と考察
 1 ）災害時の食に関する知識アンケート（児童）
　アンケートに回答した児童は，事前100％（54人），事後100％（54人）だった。結果は表 2
の通り，「災害食」と「非常食」の違いが分かりますかの問いに「はい」と回答した児童は，
事前24.1％（13人）から事後42.6％（23人）に増加した。また「ローリングストック法」が分
かりますかの問いに「はい」と回答した児童は，事前11.1％（ 6 人）から事後40.7％（22人）
に増加した。「なんとなくわかる」の回答は事後で「災害食」が44.4％（24人），「ローリング
ストック法」が11.1％（ 6人）であった。このことから，災害時の食に関する知識を半数程度
の児童が習得したと考えられる。しかし，「ローリングストック法」については「わからない」
と回答した児童が事後でも48.1％（26人）と半数に近い結果となった。同じ調査を中学生対象
に実施した結果との比較を表 2に示した。中学校では 3時間構成の授業であり，「災害食」や
「ローリングストック法」など，「災害時の食」の課題や対策を「知る」学習に50分を配当した。
反面，小学校では調理実習にかかる時間を考慮し，この「知る」学習の配当は約20分であった。
その中でも「「ローリングストック法」の扱いはスライドで確認するだけとなったため学習の
定着が進まなかったと考える。また，授業終了後アンケートが中学校では授業終了 1カ月での
実施に対し，小学校では夏休みがあいだに挟まったため， 2か月後となったことも影響してい
ると考えられる。この点については授業内容・活動の時間配分やアンケート方法の改善が必要
であることが示唆された。
 2 ）授業終了直後自由記述感想（児童）
　自由記述感想を記入した児童は，98.1％（53人）であった。児童の感想は大きく「実践への
意欲」，「授業の評価」，「「災害食」・「災害食」調理の評価・感想」の 3つのカテゴリに分類さ
れた。「実践への意欲」を記入した児童が最も多く，73.6％（39人）であった。小カテゴリの
中では「調理実践への意欲」39.6％（21人）が最も多く，「備蓄実践への意欲」13.2％（ 7人），
「家庭で学びを共有する意欲」11.3％（ 6人）と続いた。次いで，「授業の評価」が67.9％（36人）
であった。小カテゴリでは「ラップを使った節水学習の評価」17.0％（ 9人），「「非常食」と「災
害食」の学習の評価」15.1％（ 8人），「教師の指導への評価」13.2％（ 7人）が上位となった。
「「災害食」・「災害食」調理の評価・感想」を記入した児童は62.3％（33人）であった。小カテ
ゴリでは「「災害食」の味の評価」22.6％（12人）が最も多く，「「災害食」への驚きの評価」
表 2　「災害食」と「非常食」に関する知識アンケート　小・中学生の比較（％）
質問 「災害食」と「非常食」の違いが分かりますか 「ローリングストック法」が分かりますか
回答 はい なんとなく わからない はい なんとなく わからない
事前
事後
事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後
中学生
N＝152
3.8 61.8 42.4 34.9 53.2 3.3 2.5 70.4 8.2 19.7 89.2 9.9
小学生
N＝54
24.1 42.6 38.9 44.4 37.0 13.0 11.1 40.7 13.0 11.1 75.9 48.1
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15.1％（ 8人），「「災害食」の簡単さの評価」13.2％（ 7人）の順となった。
　約 7割の児童がなんらかの実践への意欲を記述していたことから，授業終了直後には多くの
児童に「災害時の食」と主体的にかかわろうとする意欲が形成されていたと言える。また，約
6割の児童が「災害時の食」の授業をポジティブにとらえるとともに，「災害食」の考え方や
利点・調理方法など,「災害食」に関する学びを獲得したといえる。
 3 ）授業終了後自由記述感想（保護者）
　自由記述感想を記入した保護者は，100％（54人）であった。保護者の自由記述感想は大き
く「実践への意欲」，「授業の評価・感想」，「「災害食」・「災害食」調理の評価・感想」に分類
できた。結果を表 3に示した。「実践の意欲」57.4％（31人），「授業の評価・感想」42.6％（23
人），「「災害食」・「災害食」調理の評価・感想」29.6％（16人）となった。児童が学習した内
容を「小さな先生」となり，学習に使用した資料を用いて保護者に説明したことで，「子ども
に教えてもらい家で「災害食」を作ってみたい」，「このような炊飯方法を初めて知りました」，
「ラップを使った節水は日常でも役に立つと思います」のように学習内容の具体的な記述に言
及した感想が多く見受けられた。また，「日頃からチェックして買い置きするようにしたい」，
「「災害食」について家族で話し合いたい」など「災害時の食」に関する家庭での具体的な実践
の意欲を示した保護者が半数以上いたことは，本授業の効果によるものといえる。
 4 ）授業 2カ月後アンケート（児童）
　アンケートに回答した児童は，100％（54人）であった。「授業後，家庭で災害食を調理しま
したか」，「授業後，家庭の備蓄に変化はありましたか」の問いに「はい」と回答した児童は，
それぞれ9.3％（ 5人）と11.1％（ 6人）であった。決して多い数字ではないが，家庭での実践
に少なからず影響を与えているといえる。同じ質問に「今後やってみたい」と回答した児童は，
61.1％（33人）と24.1％（13人）であることから，授業後の「やってみたい」という意欲に，
何らかの働きかけを追加することで，家庭での実践につなげることが課題だといえる。「災害
食の授業について，家庭で話しましたか」の問いに「はい」と回答した児童は，85.2％（46人）
とかなり高い値となった。授業後の児童への家庭での共有の促しや，保護者への自由記述感想
を求めたことが効果的に働いたと考えられる。「話した内容はどれですか」の問いへの回答は
「ジャーマンポテト調理」44.4％（24人），「ポリ袋炊飯」40.7％（22人），「ラップでの節水」
31.5％（17人）など，調理実習の内容が上位を占め，体験活動の影響力の大きさが分かる。「授
業後，災害時の食に関する考えや意識に変化はありましたか」の問いに「はい」と回答した児
童は，53.7％（29人）であった。変化があったと回答した児童に対し「それはどんな変化ですか」
と尋ねた。「ラップや新聞を使い，節水することの大切さを考えるようになった」40.7％（22人），
「「災害食」はおいしく，また便利だと考えるようになった」40.7％（22人），「南海トラフ地震
を自分の問題として考えるようになった」29.6％（16人），「非常食より「災害食」が便利で役
立つと考えるようになった」25.9％（14人）となった。以上のことから，授業目標の中の「災
害時の食」の考え方を知ること，食の備えの大切さを知ること，「災害時の食」の学習内容を
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家庭で共有することについては，大半の児童が達成したと考えられる。
 5 ）授業 2か月後自由記述感想（児童）
　自由記述感想を記入した児童は，90.7％（49人）であった。児童の感想は授業直後と同じく
大カテゴリ 3つ「実践への意欲」，「授業の評価」，「「災害食」・「災害食」調理の評価・感想」
に分類された。表 4に児童の授業直後と授業 2か月後の自由記述の比較を示した。
　「実践への意欲」を記入した児童は，63.3％（31人）であった。小カテゴリでは「調理実践
への意欲」30.6％（15人），「備蓄実践への意欲」12.2％（ 6 人），「今後の活用への意欲」
12.2％（ 6人）が上位となった。授業から 2カ月以上経過してもなお，主体的に「災害時の食」
にかかわろうとする意欲を， 6割以上の児童が維持していることになる。このことは，本授業
が児童の「災害時の食」に主体的にかかわろうとする意欲の形成に有効であることを示唆した
といえる。
表 3　授業終了直後自由記述感想（保護者）（複数回答）
大カテ
ゴリ
小カテゴリ 具体的記述例
人数
（％）
人数
（％）
??????
調理実践への意欲
・子どもに教えてもらい家で「災害食」を作って
みたい
・近々家でポリ袋のご飯の炊き方を実践したい
 14
（ 25.9）
 31
（ 57.4）
備蓄実践への意欲
・日頃からチェックして買い置きするようにし
たい
・災害の備えをしていきたい
　9
（ 16.7）
家庭での共有への意欲
・もしものために家族で行動を確認したい
・災害食について家族で話し合いたい
　6
（ 11.1）
節水実践への意欲
・家でも節水の工夫に取り組みたい
・ラップを使った節水を参考にしてやってみた
いです
　2
（　3.7）
????????授業全般への評価・
感想
・楽しく大切なことを学べる良い授業だと思い
ます
・生きるために大切な授業をありがとうござい
ました
 15
（ 27.8）
 23
（ 42.6）ラップを使った節水
学習の評価・感想
・ラップでの節水で水の大切さを学べました
・ラップの節水は日常でも役に立つと思います
　5
（　9.3）
「非常食」と「災害食」
の学習の評価
・「災害食」と「非常食」の違いに気づけて良かった
・「災害食」と「非常食」の違いを子どもが熱く
教えてくれました
　3
（　5.6）
?????
??????
?????????
「災害食」の有効性へ
の評価・感想
・「災害食」は日頃食べ慣れた味なので良い考え
だと思う
・「災害食」には知恵や経験が詰まっていますね
　7
（ 13.0）
 16
（ 29.6）
「災害食」を知った
感想
・「災害食」を初めて知りました
・このような炊飯方法を初めて知りました
　5
（　9.3）
「災害食」への驚きの
感想
・ポリ袋でごはんが炊けるとは驚きました
・思っていたイメージと違いおいしく作れるこ
とにびっくりしました
　4
（　7.4）
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表 4　授業終了直後と 2か月後自由記述感想比較（児童）（複数回答）
大カテゴリ
小カテゴリ 具体的記述例
人数（％）
直後　N＝53 2か月後　N＝49
小カテ
ゴリ
合計
小カテ
ゴリ
合計
??????
調理実践への意欲
・「災害食」は簡単なので，家族のために一度
作りたい
・ジャーマンポテトをもう一度作ってみたい
 21
（ 39.6）
 39
（ 73.6）
 15
（ 30.6）
 31
（ 63.3）
備蓄実践への意欲
・災害はいつ来るか分からないので，食料や
水を備えたい
・南海トラフにそなえて備蓄したいです
　7
（ 13.2）
　6
（ 12.2）
家庭で学びを共有
する意欲
・家に帰って「災害食」をお母さんに教えたい
・弟にも勉強したことを伝えたいと思います
　6
（ 11.3）
　0
（　　0）
今後の活用への
意欲
・今日学んだことを忘れずに活かしたいです
・災害が起こったら，みんなのために役立てたい
　3
（　5.7）
　6
（12.2）
学びや調べへの
意欲
・もっとほかの「災害食」の料理も知りたいです
・自分でも「災害食」のことを調べたい
　2
（　3.8）
　4
（　8.2）
?????
ラップを使った
節水学習の評価
・ラップをお皿やまな板に巻く節水するアイ
デアはとても良いと思います
　9
（ 17.0）
 36
（ 67.9）
　5
（ 10.2）
　7
（ 14.3）
「非常食」と「災害
食」の学習の評価
・「非常食」と「災害食」の違いがよくわかり，
「災害食」の方が断然いいと思いました
　8
（ 15.1）
　0
（　　0）
教師の指導への
評価
・授業がていねいでわかりやすかった
・詳しく分かりやすく説明してもらいました
　7
（ 13.2）
　0
（　　0）
災害時の対応学習
の評価
・いざという時に何をすればいいか分かった
・自分の命を守るために必要なことがわかり
ました
　6
（ 11.3）
　0
（　　0）
南海トラフ想定学習
の評価
・約30年以内に南海トラフ地震が来るのは怖
いけど，いろいろなことが知れてよかった
　6
（ 11.3）
　2
（　4.1）
?????
??????????????
「災害食」の味の
評価
・ポリ袋で炊いたご飯がとてもおいしくて最
高でした
・「災害食」は想像よりはるかにおいしかった
 12
（ 22.6）
 33
（ 62.3）
　8
（16.3）
 26
（ 53.1）
「災害食」への驚き
の感想
・こんなご飯の炊き方があるなんてびっくりした
・身近な食べ物が「災害食」になってすごい
です
　8
（ 15.1）
　1
（　2.0）
「災害食」の簡単さ
の評価
・とても簡単に温かい料理が 2つもできてよ
かった
・「災害食」はとても簡単に作れていい考えです
　7
（ 13.2）
　3
（　6.1）
「災害食」を理解し
た感想
・「災害食」について分かりやすく説明してもらい
　知りたいことが分かった
　6
（ 11.3）
　2
（　4.1）
「災害食」の有効性
評価
・災害の時に「災害食」は役に立つと思います
・栄養バランスがとれて安心して食べられる
　0
（　　0）
 12
（24.5）
　「授業の評価」を記入した児童は14.3％（ 7人）と授業直後に比べ，かなり減少した。これ
は小カテゴリの「「非常食」と「災害食」の学習の評価」や「教師の指導への評価」，「災害時
の対応の評価」など学習を受けてすぐに実感する「分かった」の記述が 0になったことによる
ものと考える。
　「「災害食」・「災害食」調理の評価・感想」の記入は，53.1％（26人）であった。小カテゴリ
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では，授業直後と同じく「「災害食」の味の評価」16.3％（ 8人）が上位であったが，新たな
小カテゴリとして「「災害食」の有効性」24.5％（12人）が出現した。授業直後には見られなかっ
た「「災害食」は役に立つ」，「「災害食」はとても良い」などの記述は学習から時間が経過する
中での学びの深まりや，その後の体験の中から得られたものと考える。また授業 2か月後も約
半数の児童が「災害食」に関するポジティブな評価を維持していることが分かる。
　 1）～ 5）の結果から，半数以上の児童が「災害食」とは何かやその利点を理解したこと，
授業から 2か月経過した後も「災害時の食」に主体的にかかわろうとする意欲を維持している
こと，児童の「災害時の食」の授業内容は，保護者と共有されることで，家庭での備えの改善
や保護者の意識の向上につながる影響力があることが示唆された。
 4 ．まとめと今後の課題
　本研究では，小学校家庭科で扱う「災害時の食」の授業の開発，実施，評価を行い，開発し
た授業が，1）児童が「災害時の食」に主体的にかかわろうとする意欲の形成に有効であるか，
2）児童の「災害時の食」の学びが保護者と共有されることで，家庭での備えの改善や保護者
の意識の向上に影響を与えることができるかの検証を行った。
　開発した授業前後の児童の災害時の食に関するアンケート及び，児童・保護者の自由記述感
想から， 1）児童の半数以上は授業から 2カ月以上経過しても，主体的に「災害時の食」にか
かわろうとする意欲を維持している， 2）「災害時の食」の授業内容は，家庭で共有されるこ
とで，家庭の備えの改善や保護者の意識の向上につながる影響力があることが示唆された。
　今後の課題は，まず児童が「災害時の食」に関する知識をより習得しやすく，定着を促す学
習内容や時間配分に改善することである。特に，「ローリングストック法」については，ワー
クシート等も活用し，理解や定着が進む方法や工夫を取りいれるよう改善したい。その上で小・
中学校での「災害時の食」の学びをより連携させ，協力しながら系統的かつ継続的な学習を続
けることで，どのような効果が得られるのかを検証することを目指したい。
あとがき
　本論文は 2 名の執筆者が共同で研究した成果であり，担当部分の抽出はできない。
――――――――――――――――――
注
 1 ）「災害食」の定義は，日本災害食学会（2015）によると以下の①～③とされている。①「いつものよ
うに食べることができない時の食のあり方」という意味で災害食を考え，避難所や自宅で被災生活を
する高齢者や乳幼児，障害者や疾病患者など日常の社会においても特定の食事を必要とする人々，さ
らに救援活動に従事する人々など，被災地で生活，活動するすべての人々に必要な食をいう。②日常
食の延長線上にあり，室温で保存できる食品及び飲料はすべて災害食となりうる。③加工食品（飲料
を含む）及び災害時に限定された熱源，水により可能となる調理の工夫も含める。
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